
【資料４】

no. ページ番号 質問またはご意見 回答

1

P.24 【安城市市民協働

推進計画(2013～2017)
の主な達成状況】　③ま
ちづくり人養成講座(初

級編・中級編)の開催文
中の文言

「卒業生を核として」とあり
ますが、養成講座なので「修
了生」とした方が良いのでは
ないでしょうか。

ご意見の通り「修了生」に修正しま
す。

2

P.26,27　【基本方針

2】の2つ目の●多彩な
形の協働・・・、【基
本方針5】１つ目の●
本市の将来像・・・の
文中の「地縁組織」と
いう文言

P.4の用語の説明に「地域団
体」の説明はありますが、
「地縁組織」の説明がありま
せん。地域団体と地縁組織の
関係がわからず唐突な感じを
受けます。どこかに注釈とし
て地域団体との関係を明記し
た方が分かりやすいと思いま
す。

ご意見をふまえ、「地縁組織」は「地
域団体」に統一させていただきます。
また、基本方針５の当該部分について
は、「市民、地域団体、市民活動団
体、事業者等といった・・・」に文章
を改めます。

3

P.42 ■推進事業(5-1-

1)防犯研修会の開催と
犯罪抑止事業の実施の
事業内容

「町内会との連携により･･･」
とありますが、防犯ボラン
ティアリーダーなど町内会以
外の市民団体との協働もある
のではないでしょうか？実際
協働も行っていますし、せっ
かく市で養成したボランティ
アなので明記した方が良いの
ではないでしょうか。

ご提案をふまえ、「町内会と」とある
文章表現を「町内会や防犯ボランティ
ア団体と」に改めます。

4
P.43 推進事業 (5-1-
10)、(5-1-11)、(5-1-14)
の事業内容の文言

「活動を支援」とあります
が、P.4用語の解説の【市民協
働】の中に支援という文言は
ありません。支援も協働の範
疇と理解してよろしいでしょ
うか？

地域の課題を解決するために、お互い
に目的を共有し、それぞれの特性を生
かして補完しあいながら活動するもの
であれば、これらの事業内容について
は支援であっても協働であると考えま
す。

5
P.44　推進事業(5-1-
16)市民出前講座の開催
の事業内容

市民活動団体が市民向けの出
前講座を開催するとあるだけ
で、生涯学習課との協働が不
明です。市民活動団体と生涯
学習課がどのように協働する
かが分かりません。

市民活動団体は自らの学びを通じた講
座を企画、実施し、市は広報や受付、
謝礼支払を行います。
こうした役割分担のもと、地域が抱え
る諸課題を解決するために、市民活動
団体と生涯学習課が協働します。

6

P.46　■■多様な主体
による市民協働のモデ
ル～協働井戸端会議か
らの提案～■■の文中
の地域組織という文言

上記№2と同じく「地域組織」
なる文言が唐突に現れ、地域
団体、地縁組織と同じなの
か、はたまた違うのか、読ん
でいて混乱します。もし同じ
であれば表現は統一した方が
分かりやすいと思います。

ご意見をふまえ、「地域組織」は「地
域団体」に統一します。
また、「多様な主体による市民協働の
モデル」部分については、「ＮＰ
Ｏ」、「民間事業者」、「市民団体」
等の単語も、全て４ページにあわせて
統一します。

7
P.53 図5-2市民協働推
進のための連携体制

図中に市民協働の旗振り役で
あり、連携をまとめる立場に
ある市民協働課が描かれてい
ません。市民協働課は連携体
制には関わらないという事で
しょうか？

市民協働課は、市及び市民活動セン
ターに含まれており、各拠点施設等と
連携し、本市における市民協働を推進
する役割を担うと考えています。
質問には直接関係ありませんが、連携
体制図を一部修正します。
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